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都市再生整備計画　事後評価シート

仏生山地区

令和５年４月

香川県高松市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 30 ha

交付期間 49.40%

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業 影響なし

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし

あり

なし ●

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

香川県 市町村名 高松市 地区名 仏生山地区

平成30年度～令和3年度 事後評価実施時期 令和4年度 交付対象事業費 878.0百万円 国費率

 １）事業の実施状況

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

地域生活基盤施設（情報板）、高質空間形成施設（交流広場）、高次都市施設（地域交流センター）

事業活用調査：利用促進検討調査、地域創造支援事業：防火水槽整備事業、まちづくり活動推進事業：まちづくりＰＲ活動

事業名 削除/追加の理由 削除/追加による目標、指標、数値目標への影響
当初計画

から
削除した

事業

なし

なし

新たに追加し
た事業

道路（道路標識）
高質空間形成施設（カラー舗装、点字シート）

道路（道路標識）：施設利用者を地域交流センターへ誘導するた
め、県道高松香川線に道路標識を設置する。
高質空間形成施設（ｶﾗｰ舗装・点字シート）：点字シートを設置する
ことで快適な歩行者空間を確保し、施設利用者を仏生山駅から地
域交流センターへ誘導するため、北側エリア内の歩道をカラー舗装
（塗布型舗装、ｸﾞﾚｰ）とする。

なし

交付期間
の変更

平成30年度～令和3年度 交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響―

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

指　標
従前値 目標値 数　　値 目標

達成度
1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期

指標1 地域交流施設の利用者数 人/年 0 H28 36,000 R4 - 55,800 ○

令和４年３月の開館後、コロナ禍にあったも
のの、１１月１０日現在の来館者数は
34,812人であり、このまま推移すると３月末
までの来館者数は約55,800人となり、目標
値を大きく上回る見込みである。

指標２ 鉄道利用者数 人/日 3,196 H28 3,500 R4 - 3,061 △

ことでん仏生山駅の１日あたりの平均利用
者数（令和３年度実績）は3,061人である。
現在は回復傾向にあり、当該事業による効
果のほか、新病院の開院及びそこに至る
道路の整備、パークアンドライド駐車場の
開設や、ことでん伏石駅の開業によること
でんの利便性の向上、地域の人口増加な
ど、複合的な要因があるものと考えられる。

R5.6

指標３
マルシェ・産直等の年間開
催数

回/年 0 H28 12 R4 - 12 〇

コロナ禍にあったものの、令和４年４月から
１１月までの８か月間に7回開催した。ウィ
ズコロナにおけるマルシェ等の開催を予定
しており、最終目標に近い開催回数が見込
める。

指標４

指標５

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標
従前値 目標値 数　　値 目標

達成度
1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期

その他の
数値指標1

その他の
数値指標２

その他の
数値指標３

 ５）実施過程の評価

実施内容 実施状況 今後の対応方針等

モニタリング なし

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

官民連携による
取組

高松市地域交流センター（仮称）等施設管理運営計画策定ワー
クショップ

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

持続的なまちづくり
体制の構築

なし

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった



様式２－２　地区の概要

単位：人/年 0 H28 36,000 R4 55,800 R4

単位：人/日 3,196 H28 3,500 R4 3,061 R3

単位：回/年 0 H28 12 R4 12 R4

仏生山地区（香川県高松市）　都市再生整備計画事業の成果概要

まちづくりの目標 目標を定量化する指標 従前値 目標値 評価値

まちの課題の変化
・指定管理者等が主催する、マルシェ等のイベント開催により、交流の場の提供やにぎわい創出につながっている。
・行政組織の中核的機能を担う総合センターの合築により、地域における都市機能の集約維持とその向上につながっている。

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・整備した施設について、地域住民等の利活用を推進する取組を行うとともに、利用しやすい環境、サービス提供に向けた維持管理を行う。
・施設にて、定期的なマルシェ等のイベントを開催することで、隣接する公共交通機関の乗客を安定的に確保する。
・地元コミュニティや施設の指定管理者との運営や、効果的なイベントの開催を継続して取り組み、交流や賑わいの創出を図る。

大目標　本市の目指す「多核連携型コンパクト・エコシティ」の実現のため、中部東地域の地域交流拠点として、利便
性の高い交流基盤の整備を図り、多様な文化を実現するとともに、災害拠点病院の指定を受ける新病院と連携した
防災機能の強化を図ることにより、災害に強いまちづくりを実現する。
目標１　多面的な次世代型の交流ができる立地する門前町仏生山の歴史・文化を取り込み、行政機能や防災機能を
有した地域のシンボルとなる施設等を整備し、都市機能及び居住の誘導を図るとともに交流促進による賑わい創出や
都市活力の向上を目指す。
目標２　ことでん仏生山駅を中心とした、公共交通の利用者を確保・維持するとともに地域コミュニティの維持・活性化
を目指す。

地域交流施設の利用者数

鉄道利用者数

マルシェ・産直等の年間開催数

□関連事業(総合センター整備事業)
A=1,314.25m2

■基幹事業 (地域生活基盤施設)
情報板 （エリア内サイン等） 5箇所

□提案事業(まちづくり活動推進事業)

まちづくりPR活動

□関連事業
高松市新病院整備事業 A=57,000㎡

□関連事業

仏生山の地域資源を生かした

「コミュニティ商店街」再生事業

□関連事業
仏生山地区交流拠点づくり事
業（仮称）

□関連事業
「たかまつ移住応援隊」を軸とした
事業展開による移住促進事業

S=1/10,000

■基幹事業（高次都市施設）

地域交流センター A=1,445.53m2

□提案事業（事業活用調査）

利用促進検討調査

□提案事業（地域創造支援事業）

防火水槽整備事業

■基幹事業(道路)

道路標識 １基 ■基幹事業（高質空間形成施設）
交流広場（仮称） A=0.23ha
カラー舗装・点字シート 163.41m


